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静岡県における光化学オキシダント及び浮遊粒子状物質濃度 

１．はじめに 

静岡県における大気汚染は、工場・事業場等の固定発生源から排出される汚染物質によるもののほか、

県内を東西に平行して横断している東名高速道路、国道 1 号線等の主要幹線を走行する自動車から排出

される汚染物質による割合も高いと考えられている。 
静岡県では、大気環境にかかる環境基準のうち Ox は全ての一般局で毎年基準を達成できていない。

NO2 については道路沿道に位置する自排局で達成できないことがあり、SPM も一般局や自排局で基準

を達成できないことがある。静岡県は、東に東京を中心とした関東圏、西には愛知県を中心とした中部

圏に挟まれていることから、Ox や SPM はこれら大都市圏の汚染と本県独自の汚染が複合し、相互に影

響を及ぼしているものと考えられる 
2008 年度の有効測定局における環境基準の達成状況について、NO2 は一般局 48/48 局、自排局 7/8

局で達成、年平均値の全測定局平均は 15ppb、一般局平均で 14ppb、自排局で 22ppb であった。SPM
の環境基準の達成状況については一般局で 44/45 局、自排局で 8/9 局で達成、年平均値の全測定局平均

は 22ppb、一般局平均で 23ppb、自排局で 20ppb であった。Ox の環境基準の達成状況については一般

局 46 局全局が非達成で、昼間の年平均値の全測定局の平均は 34ppb であった。 
 

２．5 局の属性情報 （表 1.a～e） 

2.1 選定理由 

沼津青少年（22203010）は県東部の代表局として選定。熱海市役所（22205010）は県の東部端に位

置し、関東地方から高濃度 Ox の移流が考えられることから選定。救急医療センタ－(22210010)は富士

市内の工業地域に設置されている測定局として選定。島田市役所（22209010）は県中部地域の代表局

として選定。磐田市役所（22221010）は、県西部地域の代表局として選定した。 

2.2 測定デ－タの連続性 

5 局とも移設によるデ－タの不連続は無く、15 年間以上継続して測定されている。また、Ox 計は 5
局とも洗浄装置の付いた湿式法による測定であったが、熱海市役所は 2000 年 3 月、沼津青少年・救急

医療センタ－・島田市役所は 2001 年 3 月、磐田市役所は 2003 年 3 月に乾式測定器に変更されたが、

測定方法変更によるデ－タの不連続はみられていない。 

３．解析結果 

３．１ 経年変化の変動特性 

3.1.1 Ox 濃度年平均値 （図 1.a，b） 

Ox 濃度の年平均値の経年変化（図 1.a）をみると、1986 年度までは減少傾向であった。1970 年代か

ら実施されてきた工場排ガス排出規制等の行政施策がこの間の大気汚染改善に一定の成果があったこ

とが推測される。しかしその後は 1986～1989 年度付近を底に、2007 年度にかけて着実に増加傾向を

示していた。 
Ox 濃度年平均値の経年変化（5 年間移動平均）（図 1.b）も同様であり、1984～1986 年度頃を底に、

2007 年度にかけて増加傾向がみて取れる。 
1985～2007 年の年平均値の変化率（傾き）は 5 局とも正の傾きを示し、5 局平均で 0.40 ppb／年で

あった。増加率が最大だったのは熱海市役所で 0.51 ppb／年、次いで沼津青少年で 0.45 ppb／年、最小

は島田市役所の 0.32 ppb／年であった。増加率が大きかった熱海市役所と沼津青少年の 2 測定局は県東

部にあり、県中・西部の 3 局の増加率は小さく、県東部の 1/2～1/3 程度であった。 
1990～2007 年度の年平均値の増加率は 5 局平均で 0.23 ppb／年であり、5 局全局で濃度上昇傾向を
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示した。局別では、最も大きい増加率は沼津青少年で 0.39 ppb／年、次いで熱海市役所で 0.36 ppb／年

であった。 
1995～2007 年度の年平均値の増加率は 5 局平均で 0.10 ppb／年であり、1990～2007 年度の増加率

より小さくなったが、2000～2007 年度の増加率は 0.30 ppb／年と再び大きくなり、特に 2000 年度以

降の近年に県中部の島田市役所で Ox 濃度増加率が急激に上昇していることが明らかとなった。 
全国的に測定局の出揃った 1990 年以降、1990 年代初頭の 5 年間（1990～1994 年度）、最近 5 年間

（2003～2007 年度）、及び 2007 年度まで通年（1990～2007 年度）の、各々の期間の Ox 濃度平均値

を比べてみると 5 局平均で、1990～1994 年度が 23.6 ppb、1990～2007 年度が 25.6 ppb、2003～2007
年度が 26.6 ppb と着実に濃度上昇してきたことがわかる。 
一方、測定方法の変更と測定結果の関係をみると、今回の 5 局は 2000 年度以降順次乾式に変更され

たが、測定結果に不連続性は見られていなかった。 
 

3.1.2 Ox 高濃度発生状況 （図 2.a，b、図 3.b，b’） 

Ox 濃度の年最大値の経年変化（図 2.a）をみると、年平均値の増加傾向よりは鈍いが、概ね年平均値

の経年変化と同様に、1982～1986 年度付近を底に微増傾向を示し、その後 2007 年度にかけては横ば

い傾向が認められた。1985～2007 年度の年最大値の傾きを見てみると、県東・中部の 4 局は正の傾き

（増加）を示し、県西部の測定局も概ね増加傾向であり、5 局平均では 1.1 ppb／年の増加であった。 
しかし、1990 年度以降 2000 年度頃までは、逆に微減傾向を示す測定局が出現、2000 年度以降（2000

～2007 年度）微減傾向を示す測定局が増加し、近年では概ね年最大値では全体的に横ばい傾向にある

ことがわかる。 
Ox 濃度年最大値の経年変化（5 年間移動平均）（図 2.b）をみても、1984 年度付近を底に、2000 年

度にかけては概ね微増、2000 年度以降は横ばい傾向が認められている。 
1990 年代初頭の 5 年間（1990～1994 年度）、最近 5 年間（2003～2007 年度）、及び 2007 年度まで

通年（1990～2007 年度）の、各々の期間の Ox 年最大値の平均値を比べてみると 5 局平均で、1990～
1994 年度が 124 ppb、1990～2007 年度が 127 ppb、2003～2007 年度が 128 ppb とほぼ横ばいで、最

近は逆にわずかながら微減傾向にある。 
Ox 60 ppb 以上の出現率の経年変化（図 3.b）をみると、1986 年度付近を底に 2007 年度にかけての

増加傾向が認められ、特に県東・中部での増加傾向が、年平均値・年最大値と同様に認められた。Ox 60 
ppb 以上の出現時間数（出現率）の増加率は 5 局平均で、1985～2007 年度が 19.0 hr／年（0.23％／年）、

1990～2007 年度が 10.5 hr／年（0.12％／年）、1995～2007 年度が 4.7 hr／年（0.06％／年）、2000～
2007 年度が 4.6 hr／年（0.06％／年）と着実に増加しているが、2000 年度以降は緩やかな増加にとど

まっている。 
Ox 60 ppb 以上の出現率（5 年間移動平均）の経年変化（図 3.b’）をみても、局間の差は大きいが 1982

～1984年度付近を底に、2007年度にかけての増加傾向が認められている。1990年代初頭の 5年間（1990
～1994 年度）、最近 5 年間（2003～2007 年度）、及び 2007 年度まで通年（1990～2007 年度）の各々

の期間の Ox 60 ppb 以上の出現時間数（出現率）の平均値を比べてみると、5 局平均で、1990～1994
年度が 390 hr（5.3％）、1990～2007 年度が 482 hr（6.4％）、2003～2007 年度が 516 hr（6.0％）と、

着実に高濃度出現率は増加してきた。 
 

3.1.3 Ox 濃度年度別平均値と平年値（1990～2006）との偏差の状況（図 4） 

1990 年度～2007 年度までの 5 局の期間平均値 23.6ppb に対し、年度毎の平均値は 1996 年度まで

は負の偏差を示していたが 1997 から 2007 年度までは概ね正の偏差を示した。また、局別にみると

2007 年度では熱海市役所が 30.2ppb と最も高く、救急医療センタ－が 19.5 ppb と最も低濃度であっ

た。1990 年度からの濃度上昇率は 5 局平均で 0.22ppb/年であり、5 局全てで濃度上昇傾向を示した。
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局別の上昇率では、沼津青少年の 0.39 ppb/年が最も大きく、救急医療センタ－の 0.07 ppb/年が最も

小さかった。また、平均値相関係数については、5 局平均で 0.68 の相関係数が得られた。 
 

3.1.4 Ox 濃度ランク別時間数（図 5.a～g、図 5.a’～g’、図 6.a～f） 

Ox 濃度ランク別(20ppb 毎)時間数の経年変化（図 5、図 6）から、以下の傾向が認められた。 
・0 ～19 ppb 

1983 ～2007 年度にかけて、5 局平均では出現時間数が減少傾向を示しているが、救急医療センタ－

では 1983～1997 年度までは減少傾向、1998 年度以降は逆に出現時間数が増加傾向を示した。 
・20 ～39 ppb 

1983 ～2007 年度にかけて、5 局とも出現時間数が増加傾向を示している。 
・40 ～59 ppb 

1983 ～2007 年度にかけて、5 局平均では出現時間数が増加傾向を示しているが、1999 年度以降は

横ばい傾向を示している。 
・60 ～79 ppb 

1983 ～2006 年度にかけて、5 局平均では出現時間数が増加傾向を示しているが、1997 年度以降は

横ばい傾向を示している。しかし富士医療センタ－では 1994 年度以降は減少傾向である。 
・80 ～99 ppb 

1983 ～1999 年度にかけて、5 局平均では出現時間数が増加傾向を示しているが、2000 年度以降は

横ばい傾向を示している。 
・100 ～119 ppb 

1983 ～1999 年度にかけて、5 局平均では出現時間数が増加傾向を示しているが、2000 年度以降は

横ばいもしくは減少傾向を示している。 
・120 ppb 以上 

1983 ～2007 年度にかけて、5 局平均では出現時間数が増加傾向を示しているが、2000 年度以降は

横ばいもしくは減少傾向を示している。 
 
全体としては、0～19 ppb の低濃度域では経年的に出現時間数が減少し、低濃度 Ox の出現頻度が

少なくなっているのに対して、20 ppb 以上の濃度ランクでは、いずれも 1983 年度頃以降、出現時

間数が増加傾向を示し、特に 40～59ppb、60～79 ppb の濃度ランクでの増加が目立つ。 
 積み上げ棒グラフで見ても、0～19 ppb の濃度ランクが経年的に減少し、20 ppb 以上の濃度ラン

クが経年的に増加し、特に 40～59ppb 以上 の濃度ランクが相対的に増加している状況がよくわかる。 
 

3.1.5 Ox 濃度月平均値の経年変化（図 15.a～l、図 15.a’～l’） 

Ox 濃度の月平均値の経年変化（図 15.a～l）をみると、概ね各月とも年平均値の経年変化と同様の傾

向が認められた。即ち、1986 年度頃にかけて減少傾向がみられ、1986 年度頃を底に、2007 年度にか

けては明らかに上昇傾向がみられた。ただし月毎に見ていくと、3～8 月の春～夏にかけての時期の 1985
年度頃以降の上昇に比べて、11～2 月の秋～冬にかけての時期の 1985 年度頃以降の上昇が小さく、ほ

ぼ横ばいに近いことがわかる。 
5局平均の月平均値の増加率でみると、1985～2007年度では 5月と 8月が最も大きく 0.55 ppb／年、

次いで 6 月で 0.54 ppb／年であった。1990～2007 年度では 3 月が最も大きく 0.47 ppb／年であった。

1995～2007 年度では 7 月が最も大きく 0.76 ppb／年、次いで 6 月で 0.57 ppb／年であった。2000～
2007 年度では 3 月が 0.90 ppb／年と最も大きくなり、次いで 9 月で 0.77 ppb／年であった。 
年間を通してみると、3～6 月の春～初夏にかけての時期における Ox 高濃度化がみられ、特に 6 月の

増加率が最大となる場合が多かった。また 2000 年度以降の近年では横ばい、あるいは緩やかな減少傾
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向が示されている。 
 Ox 濃度月平均値の経年変化（5 年間移動平均）（図 15.a’～l’）をみても、3～8 月の春～夏にかけての

時期の 1985 年度頃以降の上昇に比べて、11～2 月の秋～冬にかけての時期の 1985 年度頃以降の上昇が

小さく、また 2000 年度以降の近年における、横ばいあるいは緩やかな減少傾向がみられていた。 
 

3.1.6 Ox 濃度 60 ppb 以上の月別出現率の経年変化（図 16－2.a～l、図 16－2.a’～l’） 

Ox 濃度 60 ppb 以上の月別出現率の経年変化（図 16－2.a～l）をみると、概ね各月とも、年平均値の

経年変化と同様の傾向が認められた。即ち、1986 年度頃にかけて減少傾向が認められ、1986 年度頃を

底に、2007 年度にかけては明らかに上昇傾向が認められた。ただし月毎に見ていくと、3～10 月まで、

特に 4～8 月にかけては多くの 60 ppb 以上の出現が認められるものの、11～2 月にかけてはほとんど 60 
ppb 以上の出現は見られなかった。 

5 局平均の出現時間数（出現率）の増加率でみると、1985～2007 年度では 5 月が最も大きく 4.49hr
／年（0.64％／年）、1990～2007 年度でも 5 月が最も大きく 3.17 hr／年（0.44％／年）、1995～2007
年度では 6 月が最も大きくなり、2.48 hr／年（0.38％／年）で、最近の上昇の傾きが小さくなっている

ことがわかる。しかし、直近の 2000～2007 年度では 6 月が最も大きくなり、6.15 hr／年（0.98％／年）

であった。年間では 5～6 月の時期における Ox 高濃度出現頻度の増加が顕著であり、また 2000 年度以

降の近年における、高濃度出現頻度の増加が目立った。 
Ox 濃度 60 ppb 以上の月別出現率の経年変化（５年間移動平均）（図 16－2.a’～l’）をみても、11～2

月にかけてはほとんど 60 ppb 以上の出現は見られず、4～6 月の時期における Ox 高濃度出現頻度の増

加が顕著であり、また 2000 年度以降の近年における、高濃度出現頻度の増加が目立った。 
 

3.1.7 ポテンシャルオゾン（PO）濃度でみた年平均値の経年変化（図 17.a，b） 

PO 濃度として、一次排出 NO2を総 NOx 排出の 1 割として評価した。他の Ox や SPM 等と同様、時

間値から算出した PO 濃度年平均値の経年変化を図 17.a に示す。 
経年変化の傾向としては、Ox 濃度年平均値の経年変化（図 1.a）と概ね同様であり、1986 年度頃ま

では減少傾向で、1983～1986 年度頃を底に 2007 年度にかけて微増傾向が認められた。 
Ox 濃度年平均値の経年変化と比べると、PO 濃度で評価した場合、局間のばらつきが小さくなった。

これは PO の方が、都市域の NO で喰われて潰れた（NO Titration）O3を“正当”に評価していること

を示していると考えられる。この傾向は、静岡県内有数の工業地域に設置されている富士医療センタ－

局で顕著にみられた。 
1985～2007 年度の年平均値の増加率は Ox で 0.40 ppb／年、PO で 0.36 ppb／年でほぼ同レベルで

あったが、1990～2007 年度は Ox で 0.23 ppb／年、PO で 0.05 ppb／年となり、1995～2007 年度は

Ox で 0.10 ppb／年、PO で－0.07ppb／年、2000～2007 年度は Ox で 0.30 ppb／年、PO で 0.14 ppb
／年となり、両者の乖離が大きくなった。Ox についてみると、近年の急激な濃度上昇が認められるが、

PO でみると、NO2濃度の近年の濃度低下の影響もあり、近年はほぼ横ばいと見ることができる。 
PO 濃度年平均値の経年変化（5 年間移動平均）（図 17.b）をみると、1984 年度頃は減少傾向で、1984

年度頃を底に、それ以降 2007 年度にかけては微増あるいは横ばいであった。 
 

3.1.8 PO 濃度月平均値の経年変化（図 20.a～l、図 20.a’～l’） 

PO 濃度の月平均値の経年変化（図 20.a～l）をみると、概ね各月とも Ox 濃度月平均値の経年変化（図

15.a～l）と同様の傾向がみられたが、PO 年平均値と同様に局間のばらつきが小さくなった。この傾向

はオキシダント濃度が年間を通じて他の測定局より低濃度で推移していた富士医療センタ－で顕著に

みられている。1986 年度頃には減少傾向がみられたが、1986 年度頃を底に、2007 年度にかけては緩
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やかな上昇傾向がみられた。ただし月毎に見ていくと秋から冬にかけての時期の 1985～1990 年度以降

の上昇に比べて、11～2 月の秋～冬にかけての時期の 1995 年度以降の上昇が小さく、ほぼ横ばいもし

くは減少傾向に近いことがわかる。 
5 局平均の月平均値の傾きでみると、1985～2007 年度では 8 月が最も大きく 0.56 ppb／年、次いで

6 月で 0.47 ppb／年であった。1990～2007 年度では 6 月が最も大きく 0.18 ppb／年であった。1995～
2007 年度では 7 月が最も大きく 0.72 ppb／年であった。2000～2007 年度では 7 月が最も大きく 1.02 
ppb／年で、次いで 3 月で 0.52ppb／年であった。年間を通してみると、3～8 月の春～夏にかけての時

期における PO 高濃度化が目立ち、特に 7 月の増加率が最大となる場合が多かった。また Ox でみられ

た 2000 年以降近年における、6 月を中心とした時期の急激な高濃度化はこの PO ではみられなかった。 
PO 濃度月平均値の経年変化（５年間移動平均）（図 20.a’～l’）をみると、1985～1990 年度以降の上

昇に比べて、11～2 月の秋～冬にかけての時期の 1995 年度以降の上昇が小さく、ほぼ横ばいもしくは

減少傾向に近いことがわかる。 
 

3.1.9 SPM 濃度年平均値 （図 7.a，b） 

SPM 濃度年平均値の経年変化 （図 7.a）をみると、5 局とも、1983 年度以降増減を繰り返しつつ 1990
年代に入ると着実に傾向を示し、2007 年度までは減少していた。また当初大きかった 5 局間のばらつ

きが 2000 年度頃から小さくなってきていた。 
年平均値の変化率（傾き）をみると、全局、全期間で減少傾向を示しているが、その減少割合は期間

による差はあまりみられなかった。期間減少率は 1995～2007 年度の（－0.79μg/m3／年）が最も大き

く、次いで 2000～2007 年度（－0.69μg/m3／年）、1985～2007 年度（－0.64μg/m3／年）であり、1990
～2007 年度（－0.62μg/m3／年）や、1983～2007 年度（－0.65μg/m3／年）の減少率とほぼ同一であ

った。 
SPM 濃度年平均値の経年変化（5 年間移動平均）（図 7.b）をみても、1989 年度に大きく減少した後

は緩やかに減少しており、5 局全局で 1983 年度以降 2007 年度まで概ね減少傾向を示していた。 
 

3.1.10 SPM 濃度 2％除外値 （図 8a，b） 

SPM 濃度 2％除外値の経年変化（図 8.a）をみると、年平均値の経年変化と同様に、5 局とも 1983
年度以降増減を繰り返しつつ 1990 年代から 2007 年度までは着実に減少傾向を示していた。2％除外値

と、年平均値の経年変化のパタ－ンが似ていることから両者の相関が極めて高いことが示唆された。ま

た当初大きかった 5 局間のばらつきが 2000 年度頃から小さくなってきていた。1990～2007 年度、1995
～2007 年度、2000～2007 年度の平均値相関係数をみても、いずれも－0.94～－0.97 であり、以前と比

べて近年は年次毎のばらつきが小さくなっていることが示唆されていた。 

SPM 濃度 2％除外値の経年変化（5 年間移動平均）（図 8.b）をみても、5 局全局で、1983 年度以降

数 2007 年度まで基本的には減少傾向を示して、1989 年度に大きく減少した後は緩やかにかつ着実に減

少していた。ただ、富士医療センタ－局は他の 4 局とは異なる挙動を示しており、工業地域に設置され

ている一般局の特殊性が示されている。 
 

3.1.11 SPM 高濃度（100μg/m3 以上）発生状況 （図 9b，b’） 

SPM 濃度 100μg/m3以上の出現率の経年変化（図 9.b）をみると、概ね SPM 濃度年平均値や SPM
濃度 2％除外値の経年変化と同様に、5局とも、1983年度以降増減を繰り返しつつ 1990年代に入り 2007
年度まで着実に減少していた。また当初大きかった 5 局間のばらつきが 2000 年度頃から小さくなり、

さらに最近数年間では高濃度出現時間数の減少が顕著で、多い局でも 100 時間以下／年程度まで減少し

てきた。SPM 濃度 100μg/m3以上の出現率の経年変化（5 年間移動平均）（図 9.b’）をみても、同様の
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傾向を示しているが、富士医療センタ－局は他の 4 局とは異なる挙動を示しており、ここでも工業地域

に設置されている一般局の特殊性が示されている。 
 

3.1.12 SPM 濃度月平均値の経年変化（図 18.a～l、図 18.a’～l’） 

SPM 濃度月平均値の経年変化（図 18.a～l）をみると、概ね各月とも、1983 年度以降増減を繰り返

しつつ 1990 年代に入ると着実に傾向を示し、2007 年度まで減少していた。また当初大きかった 5 局間

のばらつきが 2000 年度頃から小さくなってきていた。 
ただし月毎に見ていくと、3～8 月の春～夏にかけての時期の減少に比べて、11～2 月の秋～冬にかけ

ての時期の減少幅が大きく、特に 11～12 月の時期の減少が目立つ。 
5 局平均の月平均値の減少率でみると、1985～2007 年度では 12 月が最も大きく－1.47μg/m3／年、

次いで11月で－0.99μg/m3／年であった。1990～2007年度でも12月が最も大きく－1.15μg/m3／年、

次いで11月で－0.99μg/m3／年であった。1995～2007年度でも12月が最も大きく－1.38μg/m3／年、

次いで 10 月で－1.25μg/m3／年であった。2000～2007 年度では 9 月が最も大きく－1.59μg/m3／年、

次いで 6 月で－1.48μg/m3／年であった。2000 年度以降の近年における 11～12 月の時期の、SPM 濃

度減少率の若干の鈍化が認められた。 
SPM 濃度月平均値の経年変化(5 年間移動平均)（図 18.a’～l’）をみても、各月とも 1983 年度以降 2007

年度まで概ね減少し、5 局間のばらつきが 2000 年度頃から小さくなってきていたが、富士医療センタ

－局は他の 4 局とは異なる挙動を示しており、ここでも工業地域に設置されている一般局の特殊性が示

されていた。また、月毎に見ていくと、3～8 月の春～夏にかけての時期の減少に比べて、11～2 月の秋

～冬にかけての時期の減少幅が大きく、特に 11～12 月の時期の減少が目立っている。 
 

3.1.13 SPM 濃度 100μg/m3 以上の月別出現率の経年変化（図 19－2.a～l、図 19－2.a’～l’） 

SPM 濃度 100μg/m3以上の月別出現率の経年変化（図 19－2.a～l）をみると、概ね各月とも SPM 濃

度年平均値の経年変化と同様の傾向がみられた。即ち、1983 年度以降増減を繰り返しつつ 1990 年代に

入ると着実に傾向を示し、2007 年度まで減少していた。ただし月毎に見ていくと、4～9 月の春～夏に

かけての時期の減少に比べて、11～2 月の秋～冬にかけての時期の減少幅が大きく、特に 11～12 月の

時期の減少が目立つ。 
5 局平均の出現時間数（出現率）の減少率でみると、1985～2007 年度では 12 月が最も大きく－1.95 

hr／年（－0.78％／年）であった。1990～2007 年度では 7 月が最も大きく－1.87 hr／年（－0.41％／

年）であった。1995～2007 年度では 8 月が最も大きくなり－1.70 hr／年（－0.45％／年）で、この時

期の減少の傾きが最も大きくなった。2000～2007 年度では 8 月が最も大きく－3.90hr／年（－0.67％
／年）であった。年間を通してみると、特に 11～12 月の時期の減少が目立つ。 

SPM 濃度 100μg/m3 以上の月別出現率の経年変化（5 年間移動平均）（図 19－2.a’～l’）をみても、

1983 年度頃にかけて概ね減少傾向であった。ただし、富士医療センタ－局の 6～8 月の夏の時期は他の

4 局とは異なる挙動を示しており、1996 年度以降の増加が顕著であった。 
 

3.1.14 NOx 濃度年平均値 （図 22.a，b） 

NOx 濃度年平均値の経年変化 （図 22.a）をみると、5 局全局では 1986 年度頃にかけては Ox と同

じように減少傾向にあり、1986～1990 年度頃にかけては上昇傾向、1991 年度頃以降は、着実に減少傾

向である。局別にみると富士市以外は同様の傾向を示しているが、富士医療センタ－局は SPM と同様

に他の 4 局とは異なる挙動を示しており、高濃度かつ横ばいで推移している。 
NOx 濃度年平均値の経年変化（5 年間移動平均）（図 22.b）をみても、5 局全局では概ね減少傾向に

あるが、富士医療センタ－局は SPM と同様に他の 4 局とは異なる挙動を示しており、高濃度かつ横ば
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いで推移している。 
 

3.1.15 NMHC 濃度年平均値 （図 23.a，b） 

NMHC 濃度年平均値の経年変化 （図 23.a）については、1988～1990 年度にかけて最大を示したが

その増減を繰り返しつつ、概ね 2007 年度までほぼ一様に減少傾向を示した。一方、特徴的な点は、そ

の他の項目で他の 4局とは異なる挙動を示していた富士医療センタ－局のばらつきが小さくなっている

ことと、磐田市役所だけが緩やかな増加、横ばい傾向を示していることであった。これは磐田市役所周

辺に他の 4 局とは異なる固定発生源の存在が示唆された。 
また、NMHC 濃度年平均値の経年変化（5 年間移動平均）（図 23.b）をみても、概ね同様の傾向であ

った。 
NMHC 濃度年平均値の減少傾向は、自動車排ガス単体規制の効果の現れと言えるが、一部測定局で

の減少傾向の鈍化は固定発生源の NMHC 排出規制の不充分さによるものとも考えられる。 
 

３．２ 経月変動・期節変動の特性 

3.2.1 Ox 濃度の期節的な特徴 （図 10.a～c，図 13.a～c） 

Ox 濃度月平均値の経月変動をみると、全期間（1990～2007 年度）（図 10.a）では、変動パタ－ンが、

春の 4・5 月に大きなピ－ク、8・9 月に小さなピ－クがある 2 山型であった。 
Ox 濃度 60ppb 以上の出現率の経月変動でみても、全期間（1990～2007 年度）（図 13.a）では、4・5

月及び 8・9 月にピ－クがある 2 山型、いわゆる「春＋夏」型の経月変動パタ－ンであった。4・5 月の

ピ－クは、大陸からの「移流型」であり、8・9 月のピ－クは、高温で紫外線強度も大きい時期に NOx・
SPM 等が絡んだ光化学反応により誘導されるピ－クであることが考えられた。 
最近 5 年間（2003～2007 年度）（図 13.c）と全期間（1990～2007 年度）（図 13.a）の Ox 濃度 60 ppb

以上の出現率の経月変動パタ－ンを比べると、最近 5 年間では、全 5 局で 60 ppb 以上の出現率が全期

間で増加し、特に 3～8 月では 5 局平均の 4・5 月の出現率が 5％から 17％に 2 倍以上増加していた。 
以上のことから、全期間における濃度レベルの上昇、特に春期に見られる濃度上昇が最近増加してい

ることから春期における大陸からの移流が示唆された。 
 

3.2.2 SPM 濃度の期節的な特徴 （図 11.a～c，図 14.a～c） 

SPM 月平均値の経月変動をみると、1990～2007 年度（図 11.a）では、7 月の夏期のピ－クが最大で、

次いで 4 月の春期の小さなピ－クが現れた。 
7 月に高濃度となるのは、気温が高いことに因る反応速度の上昇、年間で最大となる紫外線強度の大

きさ、5～8 月に年間で最大となる O3濃度の高さ、等々の諸要因によって、光化学反応を中心とした二

次生成による SPM 濃度の上昇が起きているものと考えられる。4 月に高濃度となるのは、光化学反応

を中心とした二次生成に加えて、黄砂の影響による場合があると考えられる。また、初冬期の高濃度は、

大気安定度等の気象要因に因る、一次粒子による高濃度の場合が多いと考えられる。 
最近 5 年間（2003～2007 年度）の経月変動（図 11.c）と、1990 年代初頭（1990～1994 年度）の経

月変動（図 11.b）を比べると、全体的に濃度レベルの低下がみられ、11～12 月の初冬期のピ－ク及び 6、
7 月のピ－クが低下し、新たに 4 月にピ－クが現れるなど変動パタ－ンにも変化が認められた。濃度レ

ベルの低下は自動車排出ガス・粒子を中心とした発生源対策の着実な進展によってその効果が現れたも

のと考えられる。 
SPM 濃度 100μg/m3以上の出現率の経月変動も、1990 年以降（1990～2007 年度）の経月変動（図

14.a）と、1990 年代初頭（1990～1994 年度）の経月変動（図 14.b）は、出現率自体は下がっているも

ののほとんど同じパタ－ンであるのに対して、最近 5 年間（2003～2007 年度）の経月変動（図 14.c）
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では変化が著しい。即ち、1990 年以降（1990～2007 年度）の経月変動（図 14.a）と、1990 年代初頭

（1990～1994 年度）の経月変動（図 14.b）では、7 月の夏期に最大のピ－クがあり 11～12 月の初冬期

に半分以下の小さなピ－クが見えるのに対して、最近 5 年間（2003～2007 年度）の経月変動（図 14.c）
では、出現率が大きくなり 11～12 月のピ－クが見られなくなり、新たに 4 月の春期に比較的大きなピ

－クが出ている。 
以上のことから、最近の SPM 高濃度には、春期及び夏期の二次生成粒子の寄与の方が大きくなって

いることが示唆された。 
 

3.2.3 NOx 濃度の期節的な特徴 （図 12.a～c） 

NOx 月平均値の経月変動をみると、1990 年以降（1990～2007 年度）の変動（図 12.a）では、11～
12 月を中心とする初冬期が高濃度で、5～8 月の夏期が低濃度であった。 
初冬期が高濃度となるのは、大気安定度等の気象要因に因るところが大きく、加えて NO を酸化分解

する O3 濃度が低濃度であることが影響していると考えられる。夏期に低濃度となるのもやはり、鉛直

混合層の発達等の、大気安定度を始めとする気象要因にも因ると考えられる。最近 5 年間（2003～2007
年度）（図 12.c）と 1990 年代初頭（1990～1994 年度）（図 12.b）の経月変動を比べると、富士医療セ

ンタ－局を除く 4局では全体的に濃度低下し、特に 11～12月の初冬期のピ－クが大きく低下している。

これは SPM と同様、自動車排出ガス・粒子を中心とした発生源対策の着実な進展によって、二次生成

の寄与割合の小さくなる初冬期に、大きな濃度低下が認められたものと考えられる。 
一方、富士医療センタ－局ではほとんどこの間の変化はみられておらず、他の項目と同様に工業地域

に設置されている一般局の特殊性が示されている。 
 

3.2.4 PO 濃度の期節的な特徴（図 21.a～c） 

PO 月平均値の経月変動について、1990～2007 年度をみると 4 月にピ－クがあり、8 月を底に上昇し

て、9～10 月にかけて小さなピ－クとなっている。1990 年代初頭（1990～1994 年度）と最近 5 年間（2003
～2007 年度）とを比較するとほとんど変化がみられない。ただし、他の項目で現れていた富士医療セ

ンタ－局の特殊性はみられず、測定局間のばらつきは存在しておらず PO 濃度は全県で同程度であるこ

とが示されている。 
 

４．まとめと今後の課題 

(1) Ox 濃度年平均値の経年変化  
Ox 濃度の年平均値は、1986 年度頃にかけて減少傾向、その後 1986～1989 年度付近を底に、2007
年度にかけては明らかな増加傾向を示した。Ox濃度年平均値の 5年間移動平均をみても、1984～1986
年度頃を底に、2007 年度にかけて明らかな増加傾向を示した。また、全国的に測定局の出揃った 1990
年以降の期間の Ox 濃度平均値を比べてみると、5 局平均で 1990～1994 年度が 23.6 ppb、1990～2007
年度が 25.6 ppb、2003～2007 年度が 26.6 ppb と、着実に濃度上昇していた。増加率が大きかった熱

海市役所と沼津青少年の 2 測定局は県東部にあり、県中・西部の 3 局の増加率は小さく、県東部の

1/2～1/3 程度であった。1990～2007 年度の年平均値の増加率は 5 局平均で 0.23 ppb／年であり、5
局全局で濃度上昇傾向を示した。1995～2007 年度の年平均値の増加率は 5 局平均で 0.10 ppb／年、

2000～2007 年度の増加率は 0.30 ppb／年と再び大きくなり、特に 2000 年度以降の近年に県中部の

島田市役所で Ox 濃度増加率が急激に上昇していることが明らかとなった。 
 
(2) 高濃度 Ox の発生状況 
年最大値については、概ね年平均値の経年変化と同じように、1982～1986 年度付近を底に微増傾向
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を示し、その後 2007 年度にかけては横ばい傾向がみられた。年最大値の 5 年間移動平均をみても、

1984 年度付近を底に、2000 年度にかけては概ね微増、2000 年度以降は横ばい傾向がみられている。

Ox 60 ppb 以上の出現率は、1986 年度付近を底に、2007 年度にかけての増加傾向がみられ、特に県

東・中部での増加傾向が年平均値・年最大値と同様にみられた。Ox 60 ppb 以上の出現時間数の増加

率は 5 局平均で、1985～2007 年度が 19.0 hr／年（0.23％／年）、1990～2007 年度が 10.5 hr／年

（0.12％／年）、1995～2007 年度が 4.7 hr／年（0.06％／年）、2000～2007 年度が 4.6 hr／年（0.06％
／年）と着実に増加しているが、2000 年度以降は緩やかな増加にとどまっている。1990 年代初頭の

5 年間（1990～1994 年度）、最近 5 年間（2003～2007 年度）、及び 2007 年度まで通年（1990～2007
年度）の、各々の期間の Ox 60 ppb 以上の出現時間数（出現率）の平均値を比べてみると 5 局平均で、

1990～1994 年度が 390 hr（5.3％）、1990～2007 年度が 482 hr（6.4％）、2003～2007 年度が 516 hr
（6.0％）と、着実に高濃度出現率は増加してきた。 

(3) Ox 濃度ランク別出現時間数 
5 局平均では 0～19 ppb の低濃度域での出現時間数が減少したのに対し、20 ppb 以上の濃度では、

1986 年度頃以降、出現時間数が増加傾向、特に 40～59ppb、60～79 ppb の濃度ランクでの増加が顕

著であったが 2000 年度以降は横ばいもしくは緩やかな減少傾向であった。一方、工業地域にある富

士医療センタ－では他の 4 局と異なり、60～79 ppb の濃度ランクでは減少傾向を示した。 
(4) Ox 濃度月平均値の経年変化  

各月とも、年平均値の経年変化と同様の傾向がみられた。1986 年度までは減少傾向を示したが、1986
年度頃を底に、2007 年度にかけて上昇傾向がみられた。月毎にみると、3～8 月の春～夏にかけての

時期の 1985 年度頃以降の上昇に比べて、11～2 月の秋～冬にかけての時期の 1985 年度頃以降の上昇

の程度は小さく、ほぼ横ばいに近かった。 
5 局平均の月平均値の増加率は、1985～2007 年度では 5 月と 8 月が最も大きく 0.55 ppb／年、次い

で 6月で 0.54 ppb／年であった。1990～2007年度では 3月が最も大きく 0.47 ppb／年であった。1995
～2007 年度では 7 月が最も大きく 0.76 ppb／年、次いで 6 月で 0.57 ppb／年であった。2000～2007
年度では 3 月が最も大きく 0.90 ppb／年と極めて大きくなり、次いで 9 月で 0.77 ppb／年であり、

近年では春期における上昇が目立っている。 
(5) Ox 濃度 60 ppb 以上の月別出現率の経年変化 
各月とも、年平均値の経年変化と同様の傾向がみられた。1986 年度頃にかけては減少傾向、1986 年

度頃を底に 2007 年度にかけては上昇傾向がみられた。月毎に見ていくと、3～10 月までの間、特に 4
～8 月にかけては多くの 60 ppb 以上の出現がみられるものの、11～2 月にかけてはほとんどみられな

かった。月別出現率の５年間移動平均をみても、11～2 月にかけてはほとんど 60 ppb 以上の出現は

みられず、4～6 月の時期における Ox 高濃度出現頻度の増加が顕著であり、また 2000 年度以降の近

年における、高濃度出現頻度の増加が目立った。 
(6) ポテンシャルオゾン（PO）でみた年平均値の経年変化 
経年変化の傾向としては、Ox濃度年平均値の経年変化と同様であり、1986年度頃までは減少傾向で、

1983～1986 年度頃を底に、2007 年度にかけて微増傾向がみられた。Ox と比べると、PO 濃度で評

価した場合、局間のばらつきが小さくなった。この傾向は、工業地域に設置されている富士医療セン

タ－局で顕著にみられた。また、年毎の濃度変動パタ－ンについては、Ox と PO で差異がみられな

かった。 
(7) PO 濃度月平均値の経年変化  
各月とも Ox 濃度月平均値の経年変化と同様の傾向がみられたが、PO 年平均値と同様、局間のばら

つきが小さくなった。この傾向はオキシダント濃度が年間を通じて他の測定局より低濃度で推移して

いた富士医療センタ－で顕著にあらわれている。1986 年度頃には減少傾向がみられたが、1986 年度

頃を底に、2007 年度にかけては緩やかな上昇傾向がみられた。ただし月毎に見ていくと秋から冬に

かけての時期の 1985～1990 年度以降の上昇に比べて、11～2 月の秋～冬にかけての時期の 1995 年
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度以降の上昇が小さく、ほぼ横ばいもしくは減少傾向に近いことがわかる。 
(8) SPM 濃度年平均値及び SPM 濃度 2％除外値の経年変化 
年平均値及び 2％除外値は、5 局で 1983 年度以降増減を繰り返しつつ 1990 年代から 2007 年度まで

減少していた。また当初大きかった局間のばらつきが 2000 年度頃から小さくなってきていた。ただ

し、富士医療センタ－局は他の 4 局とは異なる挙動を示しており、工業地域に設置されている一般局

の特殊性が示されている。 
(9) 高濃度 SPM の発生状況 
概ね SPM 濃度年平均値や SPM 濃度 2％除外値の経年変化と同様の傾向を示し、1983 年度以降増減

を繰り返しつつ 1990 年代から 2007 年度まで着実に減少していた。また当初大きかった 5 局間のば

らつきが 2000 年度頃から小さくなり、また最近数年間では高濃度出現時間数の減少が顕著で、多い

局でも 100 時間以下／年程度まで減少してきた。 
(10) SPM 濃度月平均値の経年変化  
概ね各月とも 1983 年度以降増減を繰り返しつつ 1990 年代に入ると着実に傾向を示し、2007 年度ま

で減少していた。また当初大きかった 5 局間のばらつきが 2000 年度頃から小さくなってきていた。

月毎では、3～8 月の春～夏にかけての時期の減少に比べて、11～2 月の秋～冬にかけての時期の減少

幅が大きく、特に 11～12 月の時期の減少が目立つ。 
(11) SPM 濃度 100μg/m3以上の月別出現率の経年変化 

概ね各月とも SPM 濃度年平均値の経年変化と同様の傾向がみられた。1983 年度以降増減を繰り返し

つつ 1990 年代に入ると着実に傾向を示し、2007 年度まで減少していた。月毎では、4～9 月の春～

夏にかけての時期の減少に比べて、11～2 月の秋～冬にかけての時期の減少幅が大きく、特に 11～12
月の時期の減少が目立つ。ただし、富士医療センタ－局の 6～8 月の夏の時期は他の 4 局とは異なる

挙動を示しており、1996 年度以降の増加が顕著であった。 
(12) NOx 濃度年平均値の経年変化 

5 局全局では 1986 年度頃にかけては Ox と同じように減少傾向にあり、1986～1990 年度頃にかけて

は上昇傾向、1991 年度頃以降は、着実に減少傾向である。局別にみると富士医療センタ－局は SPM
と同様に、他の 4 局とは異なる挙動を示しており、高濃度かつ横ばいで推移している。 

(13) NMHC 濃度年平均値の経年変化 
1988～1990 年度にかけて最大を示したがその後増減を繰り返しつつ概ね 2007 年度までほぼ一様に

減少傾向を示した。特筆すべきは従来から他の 4 局とは異なる挙動を示していた富士医療センタ－局

のばらつきが小さくなっていることと、磐田市役所だけが緩やかな増加、横ばい傾向を示しているこ

とであった。これは磐田市役所周辺に固定発生源の存在が考えられた。NMHC 濃度年平均値の減少

傾向は、自動車排ガス単体規制の効果の現れと言えるが、固定発生源の排出規制は充分とはいえない

ことから一部測定局での減少傾向の鈍化が見られると考えられた。 
(14) Ox 濃度の経月変動パタ－ン 
全期間（1990～2007 年度）では、春の 4・5 月に大きなピ－ク、8・9 月に小さなピ－クがある 2 山

型のいわゆる「春＋夏」型の経月変動パタ－ンであった。4・5 月のピ－クは、大陸からの「移流型」

であり、8・9 月のピ－クは、高温で紫外線強度も大きい時期に NOx・SPM 等が絡んだ光化学反応に

より誘導される「都市光化学反応型」ピ－クであることが推測された。最近 5 年間（2003～2007 年

度）と全期間（1990～2007 年度）のパタ－ンを比べると、最近 5 年間では、全 5 局で 60 ppb 以上

の出現率が全期間で増加し、特に 3～8 月では 5 局平均の 4・5 月の出現率が 5％から 17％に 2 倍以

上増加した。全期間における濃度レベルが上昇し、特に春期に見られる大陸からの移流の寄与が最近

増加していることが示唆された。 
(15) SPM 濃度の経月変動パタ－ン 

1990～2007 年度では、7 月の夏期のピ－クが最大で、次いで 4 月の春期の小さなピ－クが現れた。 
7 月に高濃度となるのは、気温が高いことに因る反応速度の上昇、年間で最大となる紫外線強度の大
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きさ、5～8 月に年間で最大となる O3濃度の高さ、等々の諸要因によって、光化学反応を中心とした

二次生成による SPM 濃度の上昇が起きているものと考えられる。4 月に高濃度となるのは、光化学

反応を中心とした二次生成に加えて、黄砂の影響による場合があると考えられる。また、初冬期の高

濃度は、大気安定度等の気象要因に因る、一次粒子による高濃度の場合が多いと考えられる。 
最近みられる春期及び夏期の SPM 高濃度には、二次生成粒子の寄与の方が大きくなっていることが

示唆された。 
(16) NOx 濃度の経月変動パタ－ン 

1990 年以降（1990～2007 年度）は、11～12 月を中心とする初冬期が高濃度で、5～8 月の夏期が低

濃度となった。最近 5 年間（2003～2007 年度）と 1990 年代初頭（1990～1994 年度）を比べると、

富士医療センタ－局を除く 4 局では全体的に濃度低下し、特に 11～12 月の初冬期のピ－クが大きく

低下している。これは SPM と同様、自動車排出ガス・粒子を中心とした発生源対策の着実な進展に

よって、二次生成の寄与割合の小さくなる初冬期に、大きな濃度低下が認められたものと考えられる。 
一方、富士医療センタ－局ではほとんどこの間の変化はみられておらず、他の項目と同様に工業地域

に設置されている一般局の特殊性が示されている。 
(17) PO 濃度の経月変動パタ－ン 

1990～2007 年度をみると 4 月にピ－クがあり、8 月を底に上昇し 9～10 月にかけて小さなピ－クが

みられるが、1990 年代初頭（1990～1994 年度）と最近 5 年間（2003～2007 年度）とを比較すると、

ほとんど変化がみられない。また、富士医療センタ－局も含む 5 局局間のばらつきは存在しておらず

PO 濃度は全県で同程度であることが示された。 
 
今後は、静岡県の状況と他県市の状況を比較検討し、近隣の他県市との共通点・相違点等の特徴を、

さらに明らかにしていきたいと考えている。 
 

 
 

[執筆者：篠原 英二郎（静岡県環境衛生科学研究所）] 
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測定局配置図（★：5 局 ●：一般環境測定局） 
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5 局の属性情報 

表 1.a 22203010 沼津勤労青少年ホ－ム 
 

住所 沼津市御幸町１５－１ 
位置 静岡県の東部、伊豆半島のつけねに位置し、狩野川河口部を中心に市

街地が発達している。西部は千本浜砂丘と愛鷹山麓との間に低湿な平

地が広く分布し、南西は海岸線に恵まれている。 
地勢・気候 21 万人を超える人口を有し静岡県東部地方の処点都市。東名高速道路

の沼津インタ－チェンジ、あるいは国道 1 号沼津バイパス、同 246 号

バイパスが整備されている。 
交通 西 150m 付近に県道 414 号線が位置している。 
用途地域 第 1 種住居地域 
周辺状況 測定局周辺には商店や住宅も多く、市の中心地域である。 
周辺状況の変化 特になし 
測定局移設状況 1995 年 500ｍ東側に移設 
測定局設置年月 1972 年 1 月 
Ox のデ－タ解析期間 1990～2005 年度 
Ox の測定方法＊1 1994 年 2 月 OXW→OXW   2001 年 2 月 OXW→O3U 
SPM のデ－タ解析期間 1990～2005 年度 
SPM の測定方法＊2 1983 年度～SPMβ 
NO2 のデ－タ解析期間 1990～2005 年度 
NO2 の測定方法＊3 2003 年 2 月 NOx→NOxCL 
備考  

 

*1：Ox は吸光光度法向流吸収管自動洗浄装置なし、OxＷは吸光光度法向流吸収管自動洗浄装置付き、O3UV は紫

外線吸収法を示す。 

*2：SPM は光散乱法、SPMB はβ線吸収法、SPMP は圧電天秤法、SPMF はフィルタ－振動法、SPML はロ－ボ

リウムエア－サンプラ－を示す。 

*3：NOx は湿式（吸光光度法）、NOxCL は乾式（化学発光法）を示す。 
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表 1.b 22205010 熱海市役所 
 

住所 熱海市中央町１－１ 
位置 熱海市は、静岡県の最東部、伊豆半島東岸基部に位置し、東は相模湾

に面し、三方を山に囲まれ、北東は 2 級河川千歳川を県境として神奈

川県に接している。 
地勢・気候 急峻な地形のため平坦地が少なく、市街地は海岸線から山腹にかけて

階段状に発達している。 
交通 南西 60m に県道三島熱海線が位置している。 
用途地域 商業地域 
周辺状況 産業別にみると、サ－ビス業が最も多く、次いで卸売り・小売業、飲

食店であり、両産業だけで全体の 74.9%を占めており、典型的な観光

商業都市である。観光地であり市の中心街、周囲がホテル・商店に囲

まれている。また、測定地点は庁舎中央、庁用車駐車場に面している。

周辺状況の変化 特になし 
測定局移設状況 なし 
測定局設置年月 1973 年 7 月 
Ox のデ－タ解析期間 1990～2005 年度 
Ox の測定方法＊1 1993 年 2 月 OXW→OXW  2000 年 2 月 OXW→O3U 
SPM のデ－タ解析期間 1990～2005 年度 
SPM の測定方法＊2 1988 年度～SPMβ 
NO2 のデ－タ解析期間 1990～2005 年度 
NO2 の測定方法＊3 1998 年 2 月 NOx→NOx 
備考  

 

*1：Ox は吸光光度法向流吸収管自動洗浄装置なし、OxＷは吸光光度法向流吸収管自動洗浄装置付き、O3UV は紫

外線吸収法を示す。 

*2：SPM は光散乱法、SPMB はβ線吸収法、SPMP は圧電天秤法、SPMF はフィルタ－振動法、SPML はロ－ボ

リウムエア－サンプラ－を示す。 

*3：NOx は湿式（吸光光度法）、NOxCL は乾式（化学発光法）を示す。 
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表 1.c 22210010 富士救急医療センタ－ 
 

住所 富士市津田蓮台場２１７ 
位置 本州の中央部・富士山南麓に位置し、北に霊峰「富士」と愛鷹連山、

西に富士川、東に、浮島ヶ原、南には駿河湾を臨む。富士山周辺、箱

根、伊豆半島への玄関口に位置している。 
地勢・気候 北に高く南に低い単純傾斜地形だが、海岸から富士山 9 合目までの標

高の高低差は極めて特徴的で、南北 27.5 ㎞間に海抜 0.7m から 3,421m
に渡っている。市域の大半は、海の影響を受けて温暖湿潤な海洋性気

候を示している。風は全般的に弱く、移動性高気圧に覆われたときは、

概ね 9 時頃と 18 時頃を境に海陸風が発生。 
交通 本州の中央部という地理的優位にあって、東名富士インタ－、国道 1

号線、田子の浦等の陸・海の各種輸送交通機関体系が整備されている。

測定局周辺では、南西 10m に県道田子の浦港富士インタ－線、北 300m
に国道 139 号線が位置している。 

用途地域 工業地域 
周辺状況 北 30m にガス充填場、南 30m に自動車修理工場、西 30m にガソリン

スタンドが位置している。 
周辺状況の変化 特になし 
測定局移設状況 なし 
測定局設置年月 1964 年 4 月 
Ox のデ－タ解析期間 1990～2005 年度 
Ox の測定方法＊1 1994 年 2 月 OXW→OXW  2001 年 2 月 OXW→O3U 
SPM のデ－タ解析期間 1990～2005 年度 
SPM の測定方法＊2 2005 年 2 月 SPMβ→SPMβ 
NO2 のデ－タ解析期間 1990～2005 年度 
NO2 の測定方法＊3 2003 年 2 月 NOx→NOxCL 
備考  

 

*1：Ox は吸光光度法向流吸収管自動洗浄装置なし、OxＷは吸光光度法向流吸収管自動洗浄装置付き、O3UV は紫

外線吸収法を示す。 

*2：SPM は光散乱法、SPMB はβ線吸収法、SPMP は圧電天秤法、SPMF はフィルタ－振動法、SPML はロ－ボ

リウムエア－サンプラ－を示す。 

*3：NOx は湿式（吸光光度法）、NOxCL は乾式（化学発光法）を示す。 
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表 1.d 22209010 島田市役所 
 

住所 島田市中央町１－１ 
位置 島田市は、静岡県のほぼ中央部にあって、大井川下流扇状平野部の要

に位置し、市域の中央を幅約 1 ㎞の大井川が貫流し、市域を二分して

いる。 
地勢・気候 大井川北部は平坦な地域が少なく、旧市内の一部を除けば急峻な山間

地帯が大部分で、市域の約 65%を占めている。大井川南部は、東側の

低地部分と西側の台地部分に分かれ、台地部分は広大な牧之原台地の

一郭をなしている。地勢は概して南北に長い。年間を通じ、西北西～

西～西南西の風向が卓越し、冬期にこの傾向が顕著である。 
交通 測定局西 5m に県道島田停車場線、南 40m に県道島田吉田線、北約

200m 付近に国道一号が通過している。 
用途地域 第 1 種住居地域 
周辺状況 市の中央に位置しているが、西南西 1200m 付近に紙・パルプ製造工場、

北約 200m 付近に国道一号が通っている。 
周辺状況の変化 特になし 
測定局移設状況 なし 
測定局設置年月 1973 年 7 月 
Ox のデ－タ解析期間 1990～2005 年度 
Ox の測定方法＊1 1994 年 2 月 OXW→OXW  2001 年 2 月 OXW→O3U 
SPM のデ－タ解析期間 1990～2005 年度 
SPM の測定方法＊2 2004 年 2 月 SPMβ→SPMβ 
NO2 のデ－タ解析期間 1990～2005 年度 
NO2 の測定方法＊3 2007 年 2 月 NOx→NOxCL 
備考  

 

*1：Ox は吸光光度法向流吸収管自動洗浄装置なし、OxＷは吸光光度法向流吸収管自動洗浄装置付き、O3UV は紫

外線吸収法を示す。 

*2：SPM は光散乱法、SPMB はβ線吸収法、SPMP は圧電天秤法、SPMF はフィルタ－振動法、SPML はロ－ボ

リウムエア－サンプラ－を示す。 

*3：NOx は湿式（吸光光度法）、NOxCL は乾式（化学発光法）を示す。 
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表 1.e 22221010 磐田市役所 
 

住所 磐田市国府台３－１ 
位置 磐田市は静岡県の西部、天竜川の東岸に位置している。 
地勢・気候 南北に長く、その中心に市街地があり、南部には遠州灘に面した穀倉

地帯、北部には洪積層台地が広がる。夏は南～南西風、冬は西～北西

風が卓越する。 
交通 東 80m に県道磐田・天竜線、北 700m には国道 1 号線が位置している。

用途地域  
周辺状況 文教・住宅地域の中にあるが、西 600m に精密機械、南西 1100m に酒

造工場、南南西 2000m に化学工場がある。 
周辺状況の変化 特になし 
測定局移設状況 なし 
測定局設置年月 1972 年 11 月 
Ox のデ－タ解析期間 1990～2005 年度 
Ox の測定方法＊1 1996 年 2 月 OXW→OXW  2004 年 2 月 OXW→O3U 
SPM のデ－タ解析期間 1990～2005 年度 
SPM の測定方法＊2 2002 年 2 月 SPMβ→SPMβ 
NO2 のデ－タ解析期間 1990～2005 年度 
NO2 の測定方法＊3 2006 年 2 月 NOx→NOxCL 
備考  

 

*1：Ox は吸光光度法向流吸収管自動洗浄装置なし、OxＷは吸光光度法向流吸収管自動洗浄装置付き、O3UV は紫

外線吸収法を示す。 

*2：SPM は光散乱法、SPMB はβ線吸収法、SPMP は圧電天秤法、SPMF はフィルタ－振動法、SPML はロ－ボ

リウムエア－サンプラ－を示す。 

*3：NOx は湿式（吸光光度法）、NOxCL は乾式（化学発光法）を示す。 
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図 1.a Ox 濃度の年平均値経年変化 
 

Ox 年平均値（５年間移動平均）

0

5

10

15

20

25

30

35

1976 1978 1980 1982 1984 1986 1988 1990 1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 年度

ppb
沼津青少年 熱海市役所 救急医療センタ－

島田市役所 磐田市役所 ５局平均

静岡県

 
図 1.b Ox 濃度の年平均値経年変化（5 年間移動平均） 
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図 2.a Ox 濃度の年最大値経年変化 
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図 2.b Ox 濃度の年最大値経年変化（5 年間移動平均） 
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図 3.b Ox 60ppb 以上の出現率の経年変化 
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図 3.b’ Ox 60ppb 以上の出現率の経年変化（5 年間移動平均） 
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図 4 Ox 濃度の年度別平均値と平年値との偏差 
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図 5.a Ox 濃度ランク別（20ppb 毎）の時間数の経年変化（0～19ppb） 
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図 5.b Ox 濃度ランク別（20ppb 毎）の時間数の経年変化（20～39ppb） 
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図 5.c Ox 濃度ランク別（20ppb 毎）の時間数の経年変化（40～59ppb） 
 

 Ox　60-79ppbの時間数

0

100

200

300

400

500

600

700

800

1976 1978 1980 1982 1984 1986 1988 1990 1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 年度

時間 沼津青少年 熱海市役所 救急医療センタ－

島田市役所 磐田市役所 ５局平均

静岡県

 
図 5.d Ox 濃度ランク別（20ppb 毎）の時間数の経年変化（60～79ppb） 
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図 5.e Ox 濃度ランク別（20ppb 毎）の時間数の経年変化（80～99ppb） 
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Ox　100-119ppbの時間数
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図 5.f Ox 濃度ランク別（20ppb 毎）の時間数の経年変化（100～119ppb） 
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図 5.g Ox 濃度ランク別（20ppb 毎）の時間数の経年変化（120ppb 以上） 
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図 5.a’ Ox 濃度ランク別（20ppb 毎）の時間数の経年変化（0～19ppb，5 年間移動平均） 
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図 5.b’ Ox 濃度ランク別（20ppb 毎）の時間数の経年変化（20～39ppb，5 年間移動平均） 
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図 5.c’ Ox 濃度ランク別（20ppb 毎）の時間数の経年変化（40～59ppb，5 年間移動平均） 
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図 5.d’ Ox 濃度ランク別（20ppb 毎）の時間数の経年変化（60～79ppb，5 年間移動平均） 
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 Ox　80-99ppbの時間数
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図 5.e’ Ox 濃度ランク別（20ppb 毎）の時間数の経年変化（80～99ppb，5 年間移動平均） 
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図 5.f ’ Ox 濃度ランク別（20ppb 毎）の時間数の経年変化（100～119ppb，5 年間移動平均） 
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図 5.g’ Ox 濃度ランク別（20ppb 毎）の時間数の経年変化（120ppb 以上，5 年間移動平均） 
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図 6.a Ox 濃度ランク別（20ppb 毎）時間数の経年変化（沼津青少年） 
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図 6.b Ox 濃度ランク別（20ppb 毎）時間数の経年変化（熱海市役所） 
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図 6.c Ox 濃度ランク別（20ppb 毎）時間数の経年変化（救急医療センター） 
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図 6.d Ox 濃度ランク別（20ppb 毎）時間数の経年変化（島田市役所） 
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図 6.e Ox 濃度ランク別（20ppb 毎）時間数の経年変化（磐田市役所） 
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図 6.f Ox 濃度ランク別（20ppb 毎）時間数の経年変化（5 局平均） 
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図 7.a SPM 濃度年平均値の経年変化 
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図 7.b SPM 濃度年平均値の経年変化（5 年間移動平均） 
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図 8.a SPM 濃度 2％除外値の経年変化 
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図 8.b SPM 濃度 2％除外値の経年変化（5 年間移動平均） 
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図 9.b SPM 濃度 100μg/m3 以上の出現率の経年変化 
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図 9.b’ SPM 濃度 100μg/m3 以上の出現率の経年変化（5 年間移動平均） 
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図 10.a 1990 年度～2007 年度 

Ox月平均値経月変動

（1990-1994）

0

10

20

30

40

50

1 3 5 7 9 11 月

ppb

沼津青少年

熱海市役所

救急医療センタ

－

島田市役所

静岡県

 
図 10.b 1990 年度～1994 年度 

Ox月平均値経月変動
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図 10.c 2003 年度～2007 年度 

Ox 濃度 60ppb 以上の出現率の経月変動 
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図 13.a 1990 年度～2007 年度 
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図 13.b 1990 年度～1994 年度 
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図 13.c 2003 年度～2007 年度 
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SPM 月平均値経月変動 
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図 11.a 1990 年度～2007 年度 

SPM月平均値経月変動

（1990-1994）

0

10

20

30

40

50

60

1 3 5 7 9 11 月

μg/m3

沼津青少年

熱海市役所

救急医療セン

タ－

静岡県

 
図 11.b 1990 年度～1994 年度 
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図 11.c 2003 年度～2007 年度 

SPM 濃度 100μg/m3 以上の出現率の経月変動
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図 14.a 1990 年度～2007 年度 
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図 14.b 1990 年度～1994 年度 
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図 14.c 2003 年度～2007 年度 
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図 12.a 1990 年度～2007 年度 
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図 12.b 1990 年度～1994 年度 
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図 12.c 2003 年度～2007 年度 
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 Ox　月平均値　（１月）
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図 15.a Ox 濃度月平均値の経年変化（１月） 
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図 15.b Ox 濃度月平均値の経年変化（２月） 
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図 15.c Ox 濃度月平均値の経年変化（３月） 
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 Ox　月平均値　（４月）
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図 15.d Ox 濃度月平均値の経年変化（４月） 
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図 15.e Ox 濃度月平均値の経年変化（５月） 
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図 15.f Ox 濃度月平均値の経年変化（６月） 
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Ox　月平均値　（７月）
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図 15.g Ox 濃度月平均値の経年変化（７月） 
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図 15.h Ox 濃度月平均値の経年変化（８月） 
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図 15.i Ox 濃度月平均値の経年変化（９月） 
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 Ox　月平均値　（10月）
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図 15.j Ox 濃度月平均値の経年変化（10 月） 
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図 15.k Ox 濃度月平均値の経年変化（11 月） 
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図 15.l Ox 濃度月平均値の経年変化（12 月） 
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 Ox　月平均値　（１月）
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図 15.a’ Ox 濃度月平均値の経年変化（1 月, 5 年間移動平均） 
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図 15.b’ Ox 濃度月平均値の経年変化（2 月, 5 年間移動平均） 
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図 15.c’ Ox 濃度月平均値の経年変化（3 月, 5 年間移動平均） 
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 Ox　月平均値　（４月）

（５年間移動平均）

0

10

20

30

40

50

1976 1978 1980 1982 1984 1986 1988 1990 1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 年度

ppb

沼津青少年 熱海市役所 救急医療センタ－

島田市役所 磐田市役所 ５局平均

静岡県

 
図 15.d’ Ox 濃度月平均値の経年変化（4 月, 5 年間移動平均） 
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図 15.e’ Ox 濃度月平均値の経年変化（6 月, 5 年間移動平均） 
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図 15.f ’ Ox 濃度月平均値の経年変化（6 月, 5 年間移動平均） 
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Ox　月平均値　（７月）
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図 15.g’ Ox 濃度月平均値の経年変化（8 月, 5 年間移動平均） 
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図 15.h’ Ox 濃度月平均値の経年変化（8 月, 5 年間移動平均） 
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図 15.i’ Ox 濃度月平均値の経年変化（9 月, 5 年間移動平均） 
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図 15.j’ Ox 濃度月平均値の経年変化（10 月, 5 年間移動平均） 
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図 15.k’ Ox 濃度月平均値の経年変化（11 月, 5 年間移動平均） 
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図 15.l’ Ox 濃度月平均値の経年変化（12 月, 5 年間移動平均） 
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Ox　60ppb以上の出現時間率（１月）
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図 16－2.a Ox 濃度 60ppb 以上の月別出現時間率の経年変化（１月） 
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図 16－2.b Ox 濃度 60ppb 以上の月別出現時間率の経年変化（２月） 
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図 16－2.c Ox 濃度 60ppb 以上の月別出現時間率の経年変化（３月） 
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Ox　60ppb以上の出現時間率（４月）
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図 16－2.d Ox 濃度 60ppb 以上の月別出現時間率の経年変化（４月） 
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図 16－2.e Ox 濃度 60ppb 以上の月別出現時間率の経年変化（５月） 
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図 16－2.f Ox 濃度 60ppb 以上の月別出現時間率の経年変化（６月） 
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Ox　60ppb以上の出現時間率（７月）
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図 16－2.g Ox 濃度 60ppb 以上の月別出現時間率の経年変化（７月） 
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図 16－2.h Ox 濃度 60ppb 以上の月別出現時間率の経年変化（８月） 
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図 16－2.i Ox 濃度 60ppb 以上の月別出現時間率の経年変化（９月） 
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Ox　60ppb以上の出現時間率（10月）
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図 16－2.j Ox 濃度 60ppb 以上の月別出現時間率の経年変化（10 月） 
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図 16－2.k Ox 濃度 60ppb 以上の月別出現時間率の経年変化（11 月） 
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図 16－2.l Ox 濃度 60ppb 以上の月別出現時間率の経年変化（12 月） 
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Ox　60ppb以上の出現時間率（１月）（５年間移動平均）
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図 16－2.a’ Ox 濃度 60ppb 以上の月別出現率の経年変化（1 月,5 年間移動平均） 
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図 16－2.b’ Ox 濃度 60ppb 以上の月別出現率の経年変化（2 月,5 年間移動平均） 
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図 16－2.c’ Ox 濃度 60ppb 以上の月別出現率の経年変化（3 月,5 年間移動平均） 
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Ox　60ppb以上の出現時間率（４月）（５年間移動平均）
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図 16－2.d’ Ox 濃度 60ppb 以上の月別出現率の経年変化（4 月,5 年間移動平均） 
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図 16－2.e’ Ox 濃度 60ppb 以上の月別出現率の経年変化（5 月,5 年間移動平均） 
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図 16－2.f ’ Ox 濃度 60ppb 以上の月別出現率の経年変化（6 月,5 年間移動平均） 



46 

Ox　60ppb以上の出現時間率（７月）（５年間移動平均）
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図 16－2.g’ Ox 濃度 60ppb 以上の月別出現率の経年変化（7 月,5 年間移動平均） 
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図 16－2.h’ Ox 濃度 60ppb 以上の月別出現率の経年変化（8 月,5 年間移動平均） 
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図 16－2.i’ Ox 濃度 60ppb 以上の月別出現率の経年変化（9 月,5 年間移動平均） 
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Ox　60ppb以上の出現時間率（10月）（５年間移動平均）
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図 16－2.j’ Ox 濃度 60ppb 以上の月別出現率の経年変化（10 月,5 年間移動平均） 
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図 16－2.k’ Ox 濃度 60ppb 以上の月別出現率の経年変化（11 月,5 年間移動平均） 
 

Ox　60ppb以上の出現時間率（12月）（５年間移動平均）
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図 16－2.l’ Ox 濃度 60ppb 以上の月別出現率の経年変化（12 月,5 年間移動平均） 
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図 17.a PO 濃度年平均値の経年変化 
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図 17.b PO 濃度年平均値の経年変化（5 年間移動平均） 
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図 18.a SPM 濃度月平均値の経年変化（１月） 
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図 18.b SPM 濃度月平均値の経年変化（２月） 
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図 18.c SPM 濃度月平均値の経年変化（３月） 
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図 18.d SPM 濃度月平均値の経年変化（４月） 
 

SPM 月平均

（５月）

0

20

40

60

80

100

1976 1978 1980 1982 1984 1986 1988 1990 1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 年度

ug/m3

沼津青少年 熱海市役所 救急医療センタ－

島田市役所 磐田市役所 ５局平均

静岡県

 
図 18.e SPM 濃度月平均値の経年変化（５月） 
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図 18.f SPM 濃度月平均値の経年変化（６月） 
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図 18.g SPM 濃度月平均値の経年変化（７月） 
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図 18.h SPM 濃度月平均値の経年変化（８月） 
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図 18.i SPM 濃度月平均値の経年変化（９月） 
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図 18.j SPM 濃度月平均値の経年変化（10 月） 
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図 18.k SPM 濃度月平均値の経年変化（11 月） 
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図 18.l SPM 濃度月平均値の経年変化（12 月） 
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図 18.a’ SPM 濃度月平均値の経年変化（1 月,5 年間移動平均） 
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図 18.b’ SPM 濃度月平均値の経年変化（2 月,5 年間移動平均） 
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図 18.c’ SPM 濃度月平均値の経年変化（3 月,5 年間移動平均） 
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図 18.d’ SPM 濃度月平均値の経年変化（4 月,5 年間移動平均） 
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図 18.e’ SPM 濃度月平均値の経年変化（5 月,5 年間移動平均） 
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図 18.f ’ SPM 濃度月平均値の経年変化（6 月,5 年間移動平均） 
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図 18.g’ SPM 濃度月平均値の経年変化（7 月,5 年間移動平均） 
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図 18.h’ SPM 濃度月平均値の経年変化（8 月,5 年間移動平均） 
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図 18.i’ SPM 濃度月平均値の経年変化（9 月,5 年間移動平均） 
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図 18.j’ SPM 濃度月平均値の経年変化（10 月,5 年間移動平均） 
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図 18.k’ SPM 濃度月平均値の経年変化（11 月,5 年間移動平均） 
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図 18.l’ SPM 濃度月平均値の経年変化（12 月,5 年間移動平均） 
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図 19－2.a SPM100μg/m3 以上の出現率の経年変化（１月） 
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図 19－2.b SPM100μg/m3 以上の出現率の経年変化（２月） 
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図 19－2.c SPM100μg/m3 以上の出現率の経年変化（３月） 
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図 19－2.d  SPM100μg/m3 以上の出現率の経年変化（４月） 
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図 19－2.e SPM100μg/m3 以上の出現率の経年変化（５月） 
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図 19－2.f SPM100μg/m3 以上の出現率の経年変化（６月） 
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図 19－2.g SPM100μg/m3 以上の出現率の経年変化（７月） 
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図 19－2.h SPM100μg/m3 以上の出現率の経年変化（８月） 
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図 19－2.i SPM100μg/m3 以上の出現率の経年変化（９月） 
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図 19－2.j SPM100μg/m3 以上の出現率の経年変化（10 月） 
 

SPM 100ug/m3以上時間率

（11月）

0

10

20

30

40

1976 1978 1980 1982 1984 1986 1988 1990 1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 年度

％

沼津青少年 熱海市役所 救急医療センタ－

島田市役所 磐田市役所 ５局平均

静岡県

 
図 19－2.k SPM100μg/m3 以上の出現率の経年変化（11 月） 
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図 19－2.l SPM100μg/m3 以上の出現率の経年変化（12 月） 
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図 19－2.a’ SPM100μg/m3 以上の出現率の経年変化（1 月,5 年間移動平均） 
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図 19－2.b’ SPM100μg/m3 以上の出現率の経年変化（2 月,5 年間移動平均） 
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図 19－2.c’ SPM100μg/m3 以上の出現率の経年変化（3 月,5 年間移動平均） 



62 

SPM 100ug/m3以上時間率

（４月，５年間移動平均）

0

10

20

30

1976 1978 1980 1982 1984 1986 1988 1990 1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 年度

％

沼津青少年 熱海市役所 救急医療センタ－

島田市役所 磐田市役所 ５局平均

静岡県

 
図 19－2.d’ SPM100μg/m3 以上の出現率の経年変化（4 月,5 年間移動平均） 
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図 19－2.e’ SPM100μg/m3 以上の出現率の経年変化（5 月,5 年間移動平均） 
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図 19－2.f ’ SPM100μg/m3 以上の出現率の経年変化（6 月,5 年間移動平均） 
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図 19－2.g’ SPM100μg/m3 以上の出現率の経年変化（7 月,5 年間移動平均） 
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図 19－2.h’ SPM100μg/m3 以上の出現率の経年変化（8 月,5 年間移動平均） 
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図 19－2.i’ SPM100μg/m3 以上の出現率の経年変化（9 月,5 年間移動平均） 
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図 19－2.j’ SPM100μg/m3 以上の出現率の経年変化（10 月,5 年間移動平均） 
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図 19－2.k’ SPM100μg/m3 以上の出現率の経年変化（11 月,5 年間移動平均） 
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図 19－2.l’ SPM100μg/m3 以上の出現率の経年変化（12 月,5 年間移動平均） 
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図 20.a PO 濃度月平均値の経年変化（１月） 
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図 20.b PO 濃度月平均値の経年変化（２月） 
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図 20.c PO 濃度月平均値の経年変化（３月） 
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図 20.d PO 濃度月平均値の経年変化（４月） 
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図 20.e PO 濃度月平均値の経年変化（５月） 
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図 20.f PO 濃度月平均値の経年変化（６月） 
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PO月平均（７月）
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図 20.g PO 濃度月平均値の経年変化（７月） 
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図 20.h PO 濃度月平均値の経年変化（８月） 
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図 20.i PO 濃度月平均値の経年変化（９月） 
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PO月平均（10月）
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図 20.j PO 濃度月平均値の経年変化（10 月） 
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図 20.k PO 濃度月平均値の経年変化（11 月） 
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図 20.l PO 濃度月平均値の経年変化（12 月） 
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図 20.a’ PO 濃度月平均値の経年変化（1 月,5 年間移動平均） 
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図 20.b’ PO 濃度月平均値の経年変化（2 月,5 年間移動平均） 
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図 20.c’ PO 濃度月平均値の経年変化（3 月,5 年間移動平均） 
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図 20.d’ PO 濃度月平均値の経年変化（4 月,5 年間移動平均） 
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図 20.e’ PO 濃度月平均値の経年変化（5 月,5 年間移動平均） 
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図 20.f ’ PO 濃度月平均値の経年変化（6 月,5 年間移動平均） 
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図 20.g’ PO 濃度月平均値の経年変化（7 月,5 年間移動平均） 
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図 20.h’ PO 濃度月平均値の経年変化（8 月,5 年間移動平均） 
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図 20.i’ PO 濃度月平均値の経年変化（9 月,5 年間移動平均） 
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図 20.j’ PO 濃度月平均値の経年変化（10 月,5 年間移動平均） 
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図 20.k’ PO 濃度月平均値の経年変化（11 月,5 年間移動平均） 
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図 20.l’ PO 濃度月平均値の経年変化（12 月,5 年間移動平均） 
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PO 濃度月平均値の経月変動 
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図 21.a 1990 年度～2007 年度 
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図 21.b 1990 年度～1994 年度 

　　　　　　PO月平均値

経月変動（2003-2007）

0

10

20

30

40

50

60

1 3 5 7 9 11 月

ppb

沼津青少年

熱海市役所

救急医療センタ－

島田市役所

磐田市役所

５局平均

静岡県

 
図 21.c 2003 年度～2007 年度 
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NOx 年平均値
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図 22.a NOx 濃度年平均値の経年変化 
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図 22.b NOx 濃度年平均値の経年変化（5 年間移動平均） 
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図 23.a NMHC 濃度年平均値の経年変化 
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図 23.b NMHC 濃度年平均値の経年変化（5 年間移動平均） 


